

































































































































































































































































































































































































































グ・システムとデー タ・ベー スの特性をもっている。デー タベー スは第2世代
以来のファイルを発展させ構造化したものである。観察や実験による生のデー
タは選択され，1次処理されて整理データ・ファイルとなる。（図表4．2）
図表4．2整理のプロセス
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データベースは整理されたデータ相互間の関係をモデル化あるいはルール化
し，要求される情報を生成し出力するために必要な階層化が行われている。
かつてリーヴイットとウイスラーは，1980年代におけるトップ・マネジメン
トの職能がコンピューターのプログラムに化体した数学的意思決定機構によっ
て置きかえられるという未来図を描いた。（36）その予言は1976年の現在から見
る限り確実に的中するものとは受取り難いが，電子計算機のハードウエアとソ
フトウエアが1～2世代の当時にくらべて格段の技術革新を示していることは
否定することができない。その未来にかかる暗雲はソフトウエアのコスト増大
－13－
－69－
であるが，「決定理論を主人とする」（36）コンピューターは確実に経営管理の
体系の中に地歩を占めたと云わねばならない。リーヴィットとウイスラーの立
言を変容していうならば,1980年代における経営管理はコンピューターなしに
は成立しないということになるであろう。すなわち1980年代における管理者は
トップ・マネジメントから現場管理の階層にいたるまで，コンピューター具パ
ーフォーマンスを正確に理解しなければ，自己の管理業務を十分に行うことは
できない。
それは一体何故であるか。このことを明確にするには，先ず現代の電子計算
機の基本的能力を確認する必要がある。コンピューターの基本的能力を示すキ
ー．ワードは，計数型・プログラム・内蔵・電子・計算機である。計数型は論
理性を示し，プログラム内蔵方式であるが故に自律性をもち，電子の利用によ
って高速性を実現し，計算機として論理演算が可能である。その長所としてあ
げられるところのものは，情報の伝達と処理の高速性・正確性，記憶容量の大
量性．正確性である。そしてこれらの長所はすべて，提供されるべき管理のた
めの情報の作成に当って必要な特性であることは云うまでもない。
これに対して人間の長所とするところは，認識能力ないし一覧性直覚力，学
習能力，思考ないし創造の能力であって，これらの高度の能力は現在のコンピ
ューターには極めて稀薄であるか，もしくは皆無である。
つまり人間とコンピューターはそれぞれ長所と短所を補完する関係にある。
それ故，もっとも効果的な情報作成のシステムは，人間とコンピューターをオ
ンライン結合したマン・マシン・システムであるということになる。
（図表4．3）
図表4．3マン・マシン・システム。モデル
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このようなシステム構成が試みられているのは，細分化された管理技術のレ
ベルであって,亭経営活動の全体にわたるシステムには程遠い。その意味におい
てMIS(ManagenEntlnformationSystem)とかトー タル・システムとかの
概念は，厳密な科学的定義に先立って経営管理にかかわる人間の未来関心の中
－14－
－68－
に内面化されている象徴に過ぎないとしても，現在の情況をさして甘く見逃し
ているという非難は呼ばないであろう。
しかしながら未来に対する関心は人間にとって捨て去ることのできないもの
の一つであって，われわれが経営における機械化原理の貫徹する方向をマン・
マシン・システムの発展の上に重ねて望見しようとするのもその故である。そ
してここにもまた新しくオプテイミズムとペシミズムの相剋を予想しなければ
ならない。
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